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研究成果の概要（和文）： 旅行記研究は自己と他者という人文社会研究における根源的問題に連関している。エキゾ
チシズムの諸相を解明することは、自己と他者の関わり方を明らかにすることに他ならない。本研究は文学作品にあら
われるエキゾチシズムを分析することで、フランス語表現の旅行文学に新たな地平を開くことを目的とした。事典の項
目執筆、日仏文化交流の可能性についての論文の他に、エキゾチシズムを実践するツーリストという存在に着目した論
文「十九世紀フランスにおける　touriste　の変遷」に研究成果をまとめた。

研究成果の概要（英文）： The study of travel writing concerns the relationship between the traveler himsel
f and others, which is a radical question in the area of social studies and humanism. 
 These authors began by considering several pertinent aspects of exoticism in modern French literature, po
inting out that the analysis of exoticism elucidates this relationship. Authors further published articles
 in an encyclopedia, a paper about cultural exchange between France and Japan, and an additional paper, Tr
aveler our Touriste ? ; Distinctions in Meaning in Nineteenth Century France.
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１．研究開始当初の背景 
 
（１）フランス文学における旅行記は、歴史
学、民族学、地理学をまたぐために、文学的
アプローチの確立が遅れた分野である。だが、
旅行記研究は「自己と他者」という人文社会
研究における根源的問題に連関しており、充
実した研究が急務であった。いかなる旅行者
も訪れる土地で異文化理解を試みるのであ
るから、その過程を記述する旅行記は他者を
問題にすると同時に、他者との接触によって
余儀なくされる自己の変容を描くことにな
るからである。 

 
（２）旅行記は文学とルポルタージュの境界
に位置し、規範を持たないために低級なジャ
ンルとされてきた。つまり散文小説の一種、
エッセー、又は他分野の付属物という認識で
しかなかった。しかし旅行記作家は訪れる土
地で異文化理解を試み、他者を問題にすると
同時に他者との接触によって余儀なくされ
る自己の変容を描くことになるのだから、極
めて文学的主題を呈示することになる。旅行
記をコーパスとすることで、このテーマにつ
いての考察は深くなる。 

 
（３）「エキゾチシズム」という語の初出は
１８４５年である。この「イズム」は広がり
を見せるが、これは１８７０年代移行のフラ
ンス第三共和政の植民地主義と帝国主義に
結びつく。フランス人旅行者の目から異国を
描き、また植民地に入植したフランス人の視
点から植民地の現実を描く植民地主義文学
が隆盛し、エキゾチシズムが氾濫する中、多
用なるものを擁護する新しいエキゾチシズ
ムの可能性を提案できると考えた。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では、現代における多文化主義の諸
要因を考察する上でも、これまでの研究成果
をもとに、示唆に富む旅行記テキストを分析
することが緊急課題だと考えた。異文化体験
では、理解と偏見の諸相は個人の問題である
と同時に、文化的社会的背景の影響が大きい。
その一方で、人が異郷に旅立つ理由として、
異郷への憧れ、すなわちエキゾチシズムが挙
げられる。このように旅行記には他者に魅了
されると同時に他者に同化したいという欲
望が見いだせる。このアンビバレントな欲望
は他者理解にどのように作用するのかを探
ることが本研究の問題である。 
 
３．研究の方法 
 
（１）旅の動機となるエキゾチックなものへ
の憧れは古代からあったが、それがフランス
の集団心性として、「イズム」の形を取るの
は十九世紀である。そして過去への夢想とい
うべき懐古主義と平行する、遠方への夢想と

いうべき異国趣味（エキゾチシズム）の流行
が植民地主義、帝国主義の時代と軌を一にし
ていることに注目した。その場合、国家の同
化政策は文学における同化＝所有の論理の
本質とは何か、それは取りも直さず、植民地
政策とエキゾチシズムの関係を探る研究を
行うことが必要だと考えた。 
 
（２）１８６０年から１９６０年において、
西洋と非西洋の関係はすなわち「帝国」と「植
民地」の関係である。 
 西洋と東洋の一方向的な関係が確立され
た時期の文学を読み解く必要があるので、こ
の時代に読まれた植民地主義文学の書誌を
完成させる。十九世紀からフランスは植民地
政策を取り、「文明化の使命」のイデオロギ
ーを浸透させていった。これは文学にも反映
し、二十世紀初等には『植民地選文集』が編
まれ、フランス文化の優位性と植民地支配の
正当性を宣言している。 
 
（３）エキゾチシズムの諸相を解明すること
は、自己と他者の関わり方を明らかにするこ
とである。この点に着眼しつつ、文学テキス
トの読解を進めていくことが、本研究計画を
進める上で鍵となった。 
 
 
４．研究成果 
 
(１)本研究では、十九世紀におけるエキゾチ
シズムの因果関係を検討したが、旅と文学を
考察する場合に、これまで十分に光が当てら
れてこなかった観光と文学の影響関係にも
言及することとなった。旅行記において、異
国を感じさせるエキゾチシズムとオリエン
タリズムの関係を解明した。 
 
（２）『フランス文化事典』（丸善出版）でガ
イドブックと観光に関連する項目を執筆し、
いまだ十分に検討されていない問題点を喚
起した。特に、本研究課題に関連する事項と
して、ガイドブック『ミシュラン・ガイド』
と『ギド・ブルー』における問題点を取り上
げた。近代観光旅行の誕生以前に存在した、
代表的な旅行案内書は、古代にはパウサニウ
スの『ギリシャ案内書』やストラボンの『ギ
リシア・ローマ世界地誌』があったが、これ
らは地理や歴史などの学問的見地からの考
察であり、実用的な記述ではない。その後、
ガイドブックは特定の目的を持った旅行者
に向けて書かれていたが、一般大衆のレベル
まで拡大していないのは、旅が簡単に行える
ものではなかったからであった。十九世紀に
なり、鉄道網の発展により、手際よく旅行が
できるようになった。この世紀の旅行は、新
しいものの発見ではなく、また、有閑階級だ
けのものではなく、一般大衆が行う観光旅行
へと変化していった。旅の目的は、新しいも
のの発見ではなく、古いものを再確認し、再



解釈するものになり、ガイドブックは、いか
に効率よく町をまわるか、という点に重きを
置くことになる。旅でエキゾチシズムを見い
だすことが難しくなるのは、旅行者にとって
未知のものが少なくなり、ガイドブックに知
識が与えられることに関連するのである。 
 
（３）植民地時代の文化交流という点に着目
すると、日仏の関係において、エキゾチシズ
ムのテーマが大きく取り上げられるだろう。
本研究では、この二国間の文化交流を促進す
る一要因としてのエキゾチシズムを、一雑誌
の果たした役割から論考した。 
 
（４）十九世紀のフランス人作家ジェラー
ル･ド･ネルヴァルの東方旅行記をコーパス
とし、そこに現れるエキゾチシズムについて
考察した。ネルヴァルの旅行記では、旅行者
は異文化に真正面から対峙し、別の次元に足
を踏み入れる多層的な存在である。シテール
島では女神やキリスト教信仰の秘儀を知ろ
うとし、エジプトではピラミッドの内部でイ
シス信仰を呼び起こし、レバノンではドルー
ズ教の娘と結婚して、門外不出の教義を修得
したいと望むのである。さらに旅行者はオリ
エントの街を散策すると同時に、オリエント
社会の深淵に降りていく。このような旅行者
はエキゾチシズムによって一時は異国に惹
かれつつも、異文化が人間存在の本質に深く
関わることによって、エキゾチシズムを超克
するのである。 
 
（５）エキゾチシズムにとらわれるのは、ツ
ーリストの特徴である。 
旅行記においては異国を感じさせるエキ

ゾチックな描写と、植民地主義的な言説が混
じる点に着目し、エキゾチシズムとオリエン
タリズムの関係を解明した。 
研究対象は、主に十九世紀後半の植民地主

義時代の文学に限定し、エキゾチシズムの因
果関係を検討したが、研究課題からはずれる、
次の二点について疑問を残すことになり、世
紀前半に立ち戻る必要を感じた。一点目はガ
イドブックの役割、二点目は「観光」と「観
光客」の語の定義である。旅と文学の関係を
考察する場合に、これまで十分に光が当てら
れてこなかった観光と文学の関係に、研究代
表者は新しい研究の意義を見いだした。 
すなわち、十九世紀以前ではガイドブック
は商人、巡礼者、職人用に特化されていたが、
十九世紀前葉に相次いで万人向けのガイド
ブックが刊行された。ここから必要な情報が
得られ、安心して旅立つことができるように
なった。これによって、無目的の旅、楽しみ
のための旅、つまり「観光」という考え方が
生まれた。その一方で職業作家による旅行記
の立ち位置が問題になる。旅行記作家は読者
の獲得、又は読者への有益な情報の提供とい
う目的から、ガイドブックの内容を踏まえて、
旅行記を執筆している。ところが旅行記は小

説同様、読み物とされる以外に、情報源とし
て利用される場合、これが旅行者の過去の回
想である以上、時間による風化は免れない。 
「観光客」（touriste）の語は英語（tourist）
から導入されたが、1816 年におけるフランス
語文献での初出では「イギリス人旅行者」を
指していた。十九世紀を通して旅の文脈の変
化、ひいては旅行者の行動様式の変化にあわ
せて語のコノテーションが変化し、現在では
一般的に「旅行者」の意味で使用されている。
フランス十九世紀中葉までの文献、特に旅行
記に現れる〈touriste〉の語を拾い上げ、こ
の語の指示対象を丹念に追い、付与された意
味を検討することでヨーロッパにおける近
代ツーリズムの勃興期の特質を抽出すると
いう新たな研究課題を見いだすことになっ
た。 
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